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五
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新
春
を
寿
ぎ

謹
ん
で
お
慶
び
申
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上
げ
ま
す
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発
行

：

令
和
五
年
一
月
一
日

第
０
０
０
０
十
號

【
睦
月(

む
つ
き)

の
暦
】

【
二
十
四
節
気
】

六
日

：

小
寒
（
し
ょ
う
か
ん
）

二
十
日

：
大
寒
（
だ
い
か
ん
）

「
寒
の
入
り
」と
い
い
、寒
さ
が
厳
し
く
な
る
頃
。

雉
が
鳴
き
、芹
が
生
え
は
じ
め
、春
に
向
け
て
生

き
物
た
ち
も
少
し
ず
つ
動
き
出
し
ま
す
。

「
寒
中
見
舞
い
」を
出
し
始
め
る
の
も
こ
の
時
期

で
す
。

一
年
間
の
内
で
最
低
気
温
が
記
録
さ
れ
る
頃
。

氷
点
下
に
達
す
る
地
域
も
多
く
見
ら
れ
ま
す

が
、鶏
が
卵
を
産
み
、蕗
の
花
が
咲
い
た
り
と
、

春
に
向
け
て
の
足
音
が
聞
こ
え
は
じ
め
ま
す
。

旧
暦
で
は
、和
風
月
名（
わ
ふ
う
げ
つ
め
い
）と

呼
ば
れ
る
、月
の
呼
び
名
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

旧
暦
の
季
節
や
行
事
と
合
わ
せ
た
も
の
な
の

で
、現
在
の
季
節
感
と
比
べ
る
と
若
干
の
ず
れ
が

あ
り
ま
す
。

一
月
の
和
風
月
名
は「
睦
月（
む
つ
き
）」

お
正
月
に
は
家
族
や
親
戚
が
集
ま
る
の
で「
睦

み
合
う
月
」と
い
う
表
現
か
ら
変
化
し
た
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
元
月（
も
と
つ
き
）」と
い
う
言
葉
が
変

化
し
て
睦
月（
む
つ
き
）に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て

い
る
様
で
す
ね

【
睦
月(

む
つ
き)

の
旬
】

魚
介
類

：
野
菜
類

：

果
実
類

：

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、ガ
ザ
ミ

伊
勢
海
老
、墨
烏
賊
、真
鯛

石
鯛
、ノ
ド
グ
ロ
、九
絵

鰰（
ハ
タ
ハ
タ
）

公
魚
、河
豚
、ア
オ
サ

タ
イ
ラ
ギ
、ワ
カ
メ

蓮
根
、海
老
芋
、自
然
薯

京
人
参
、ほ
う
れ
ん
草

春
菊
、セ
リ
、高
菜

三
つ
葉
、小
豆

ア
ボ
カ
ド
、

エ
リ
ン
ギ
、わ
さ
び

苺
、レ
モ
ン
、ラ
イ
ム

伊
予
柑
、金
柑

ポ
ン
カ
ン
、林
檎

【
睦
月(

む
つ
き)

の
色
々
】

【
編
集
後
記
】

国
税
関
係
の
納
付
期
限

地
方
税
関
係
の
納
付
期
限

今
月
の
祝
祭
日

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
は
コ
ロ
ナ
収
束
の
先
が
見
え
ず
、ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
問
題
、安
倍
首
相
の
逝
去
な
ど
激
動
の

一
年
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
は
続
き
ま
す
が
、少
し

で
も
そ
の
状
況
を
打
破
出
来
る
様
に
ベ
ス
ト
ク

ル
ー
社
員
一
同
、業
務
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

・
所
得
税
の
法
定
調
書
及
び
同
合
計
表
の
提
出（
月
末
ま
で
）

・
扶
養
控
除
等
申
告
書
の
受
理
と
検
討
及
び
源
泉
徴
収
簿

の
作
成（
い
ず
れ
も
そ
の
年
最
初
の
給
与
支
払
日
の
前
日

ま
で
）

・
源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例
分
の
納
付（
二
十
日
ま
で
）

・
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
に
関
す
る
申
告

・
普
通
徴
収
に
よ
る
個
人
住
民
税
第
四
期
分
の
納
付

・
元
日

：

一
日

・
成
人
の
日

：

九
日


